３　江戸時代の泊の大火

　藩政時代、泊で起こった火災のうち、県史資料編などから拾うと次のとおりである。

· 元禄十五（1702）年二月廿八日夜

泊村大火。民屋八十四宇焼亡す。同日、橋津も大焼にて八十八軒燔せり。

（『因府年表』）

· 元禄十五年三月五日

一　河村郡泊り村、橋津村大火事ニ付、猟師共へも御借米被遣候事。

　　但シ例ハ農人之外不被遣候得共、此度ハ大火ゆへ猟師えも御借被成候事。

（藩史料『在方御定』）

· 寛政四（1792）年四月八日
伯耆国河村郡泊村船持商人家より、当子四月八日丑刻出火、翌九日巳刻鎮火仕候。

　寺表門　　壱ヵ所　　　山伏居宅

　　　　　　　　　　　　但護摩堂共　壱軒

　所役人居宅　弐軒　　　百姓家　　　五拾八軒

　船持商人家　六軒　　　船乗家　　　拾八軒

　漁師家　　　三拾軒　　肴商人家　　拾壱軒

　比丘尼家　　壱軒

右之通焼失仕、人馬怪我無御座候。以上。

　『県史』諸事控
· 文化十二（1815）年十月廿五日

河村郡泊り村称名寺より出火、類焼有之旨、御郡役人より及先注進候事。
　『県史』諸事控
· 文化十二（1815）年十一月
一　河村郡泊村、去月二十四日之夜出火焼失致し候処、宿場之儀ニ付、類焼人之竹木藁縄、御定之割合を以被遣候様相伺、御聞届相済候付、御郡え申渡ス。
　　配木等左之通。

一　桁行間数百弐拾間、家数弐拾六軒類焼人
　　柱木　　弐百四拾本

　　桁木　　百弐拾本

　　梁木　　百弐拾本

　　合掌木　弐百四拾本

　　家中木　弐百四拾本

　　藁　　　千弐百貫

　　土佐縄　四百八拾把

　　三拾本結竹　千八百本

　　五拾本結竹　百弐拾束

　　　外右品々持出し人夫賃銀有り。

『鳥取県史』諸事控
　　　文政四（1821）年三月十日

　　　伯耆国河村郡泊村漁師宇兵衞宅より、当巳二月晦日之夕四時出火、同村類焼、同夜七時鎮火。
　　　建家竃数百八軒

　　　　内七軒　　百姓　　　壱軒　職人

　　　　八拾八軒　漁師　　　弐拾壱軒　商人

　　　　壱軒　　宿屋

　　　右之通焼失仕候。以上。

　　　　　　　　　　　　巳三月

県　史諸事控
　以上は江戸時代中期における火災の記録である。一たん火災が発生すると、多くの軒数がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りさい),罹災)にまき込まれたことがわかる。当時は各家のいろりに火種が確保されていたこと、藁屋根の密集した村柄であったことなどがその理由であろう。こうした大火は近代にも続く。火災や海難は村人の生活と切り離せない悲しい出来事であった。

